






 

 蒸気用安全弁 取り扱いの注意事項  
 
安全弁はそのゴツゴツとした外観に拘わらず、内部部品は精密に加工された部品によって構成された非常にデリケートな製品です。そのため、その

取り扱いは、安全上の注意事項および取り扱い説明書に記載されています。内容を充分ご理解の上行って下さい。 

特にその設置に関しましても、安全弁に過度の荷重を負荷させたり、また圧力損失を生じさせる配管設計等により、漏洩、作動不良等を引き起こす原

因となることも有ります。下記の注意事項ならびに関連規格、製品取り扱い説明書等を参照下さい。 

また、安全弁は定期的に（1年又は隔年毎）メンテナンスを実施する必要があります。安全弁の取り扱いおよび保守は、十分な訓練を受けた専門の技

術者によって行って下さい。当社アフターサービス部門では、専任の技術者による24時間体制でのサービス業務をおこなっております。安全弁のメン

テナンスや定期修理の際には、是非ともご用命下さい。 

 

■ 安全のためのご注意 

表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じることが想定される危険や障害の程度を、次の表示区分で説明しております。 

 この表示は「死亡または重傷などを負う危険が切迫して生じることが想定される」内容です。 

 この表示は「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。 

 この表示は「傷害を負うまたは物的損害が発生する可能性が想定される」内容です。 
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安全弁を吊り上げ時に、その下へは入らないで下さい。 

落下等による事故の防止のため、安全弁を吊り上げる時は、できるだけ垂直に近い状態で吊り上げて下さい。また、吊り上げ中のバルブの下へは絶対に立

ち入らないで下さい。吊り上げには、安全弁の重量を確認した上、適切な吊り具を使用して下さい。 

 

安全弁のレバー、帽子を用いて吊り上げないで下さい。 

レバー、帽子等に引っ掛けて吊り上げるのは、弁性能に影響しますので避けて下さい。 

ワイヤー又はナイロンスリングを用いて弁出口のネックとバネ箱またはヨークに巻き付けて吊り下げる方法を推奨いたします。 

 

転倒に注意して下さい。 

安全弁は、ｱﾝｸﾞﾙ型をしているものが多くそのため非常に不安定です。保管の際は、無理な積み上げは避けてください。転倒し破損する危険があります。 

 

安全弁の保管は屋内にて行って下さい。 

据え付け工事前に安全弁を保管する場合は、屋内にてお願いいたします。万一無理な場合は、防水シート等で全体を覆い、弁が風雨にさらされないようお

願いいたします。 
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安全弁は、取り付け管台に垂直に取り付けて下さい。 

安全弁はボイラー本体あるいは取り付け管台に対し垂直に取り付けて下さい。傾いて取り付けますと、気密不良、不安定作動を引き起こす原因となります。

安全弁の傾きの許容差は、垂直方向より±1°以内とします。 

 

フランジボルトの締め付けに注意して下さい。 

安全弁を据え付ける際には、出入口の防塵カバーを外し、異物が残っていないか確認の上行って下さい。また、フランジ型安全弁の取り付けの際は、フラン

ジガスケットがはみ出さないよう注意し、フランジボルトが片締めにならないよう交互に均等に締め付けて下さい。締め付け不良は蒸気漏れの原因となり、蒸

気漏れによるやけどの危険があります。 

 

安全弁入口管台は、弁入口径以上として下さい。 

安全弁取り付け管台の内側は、缶内から安全弁へ蒸気がスムーズに流れるように角にまるみをつけて、しかもその内径は、安全弁の呼び径と同等以上とし

て下さい。尚、推奨される入口管内径の角のＲ寸法は内径寸法の1/4以上です。 

 

安全弁入口部の圧力損失は、２％以内として下さい。 

取り付け部から安全弁に至るまでの圧力損失は安全弁設定圧力の２％以下となるよう設計して下さい。この圧力損失が大きいと、安全弁は作動時にチャタ

リングを発生する危険があります。 

安全弁をエルボ上に設置する場合は、エルボ管径は安全弁入口径の１サイズアップとして下さい。また、曲率の大きなエルボ（ロングエルボ）を使用し、安全

弁作動時の反力を考慮した支えをつけて下さい。 

 

安全弁は、バルブや継ぎ手類から充分離れた位置に取り付けて下さい。 

安全弁を配管ラインに設置する場合は、流体の流れを乱す可能性のあるバルブや継ぎ手類から充分離れた位置に取り付けて下さい。安全弁より少なくとも

上・下流とも10×Ｄ（Ｄ：管径）程度離す必要があります。また、安全弁取付と対称位置に枝管を設けないで下さい。 

複数個の安全弁を同一ヘッダー/ライン上に設置する場合は、取り付け間隔について十分に配慮下さい。全ての安全弁が同時に作動した場合、圧力分布の

部分的な偏りにより作動不良を引き起こす原因となります。 

 

安全弁吹出し時の反動力に注意して下さい。 

吹出し管は、安全弁の吹出し口径に等しいか、それ以上のものにして下さい。また、安全弁の弁軸から吹出し管の中心までの距離は、吹出し口径の４倍以

下とし、その長さはできる限り短く、かつ曲りを避けて屋外に出し、その構造はできる限り簡単で確実なものとして下さい。 

安全弁が作動した時に吹出し管内に生じる背圧が、設定圧力の10％を超えないようにして下さい。不安定作動の原因となります。またボイラ－や装置および

吹出し管の熱膨張等で、安全弁に不当な影響をおよぼさないような構造にして下さい。吹き出し管にドレン抜を配管する場合は、その先端は必ず開放してお

いて下さい。 

 

ドレン配管で、安全弁を拘束しないで下さい。 

安全弁吹出し中に発生したドレンや雨水を抜き取るため、必ずドレン配管を行って下さい。ドレン配管は他の配管と分離し独立して設けて、安全弁を拘束しな

いよう配慮して下さい。また、下端は開放し、コックやバルブは取り付けないで下さい。 
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耐圧試験時は、試験圧力に注意して下さい。 

耐圧試験時は、試験圧力を確認し絶対にその値を超えないようにして下さい。安全弁によっては、耐圧試験用に水圧ﾌﾟﾗｸﾞが弁座に挿入されているものがあ

ります。この場合、耐圧試験終了後から運転開始までの間に必ず水圧ﾌﾟﾗｸﾞを取り外し下さい。詳細は、取り扱い説明書を参照して下さい。 

 

安全弁のレバーをみだりに動かさないで下さい。 

安全弁に装備されているレバーは、必要な時以外みだりにさわったり、持ち上げたりしないで下さい。誤作動の原因となります。 

 

安全弁を足場がわりにしないで下さい。 

設置されている安全弁を足場がわりにして作業しないで下さい。損傷のおそれがあり、また万一安全弁が作動した場合危険です。 

 

安全弁の設置環境に注意して下さい。 

安全弁設置の環境が熱源に近い場合や、逆に冷風にさらされるような場合外部からの熱影響によって偏膨張収縮により作動不良および気密不良を引き起

こすことがあります。このような場合、設置場所の変更や保温対策などを施して下さい。保温材を取り付ける時は、調整用のロックボルトを覆わないよう、安

全弁弁箱胴部の下端までとして下さい。 

 

安全弁の取り外し・分解時は、圧力に注意して下さい。 

定期修理等で安全弁を取り外す場合や、機器に取り付いた状態で分解する場合は、予め機器の内圧がないことを確認のうえ作業に着手してください。重大

な事故につながる危険があります。 

 

安全弁周辺には作業スペースを確保して下さい。 

安全弁の分解・点検・調整のため周辺には作業ができるスペースを確保して下さい。また、安全弁上部にも分解可能なスペースが必要です。吊り上げ用のチ

ェーンブロックなどを掛けられるように配慮下さい。 
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SJ / SL / PCV シリーズ型 式 コード 

SL 8 6 1 -7 -C3 -H1 

温度級コード 最高使用温度 

3  400℃ （750゜F） 

5  510℃ （950゜F） 

6  571℃ （1060゜F） 

7  621℃ （1150゜F） 

 

帽子コード 説  明 

(C) 開放レバー型 

(T) 
テストギャグ付 

開放レバー型 

 

弁箱 

材質コード 

材  質 

JIS 表記 ASME 表記 

表記ナシ SCPH2 SA216M-WCB 

-C2 SCPH21 SA217M-WC6 

-C3 SCPH32 SA217M-WC9 

-C4 SCPH61 SA217M-C5 

-CA 火 SCPH91 CASE 2192 

特殊接続 

コード 

入 口 接 続 規 格 

JIS B8210 ASME , JPI JIS 管ﾌﾗﾝｼﾞ 

-3 30K 300# 30K 

-4 40K 600# 40K 

-5 - 900# 63K 

-6 - 1500# - 

-7 - 2500# - 
入口接続の呼び圧力が、圧力級ｺｰﾄﾞと同じ場合は、表示番号はなし 

入口接続ｺｰﾄﾞ 入 口 接 続 

1 ASME フランジ規格 

2 JPI フランジ規格 

3 溶接型 

4 JIS 管フランジ 

5 顧客指定 特殊接続 

9 JIS B8210 フランジ 

 

圧力級 

コード 

入 口 接 続 規 格 

JIS B8210 ASME , JPI JIS 管ﾌﾗﾝｼﾞ 

1 10K 150# 10K 

2 20K 300# 20K 

3 30K 300# 30K 

4 40K 600# 40K 

5 - 900# 63K 

6 - 1500# - 

7 - 2500# - 

8 - 2500# - 

9 - 3000# ※１ - 

10 - 4500# ※１ - 

※1. 溶接型のみ 

形式コード 

適用規格・法規 入口接続規格 
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SJ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 

SL ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ - ◎ ○ ◎ 

PCV ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ - ◎ - ◎ 

RPE ◎ ○ ○ - - - ◎ - - 

構造 

コード 
適用型式 説明 

リーク 

性能※2 

無印 SL100～300 フェザーディスク 90%以下 

-M SL400～500 フェザーディスク 
94%以下 

-M2 SL400～600 サーマルディスク 

-H1 SL700～1000 サーマルディスク強化型 95%以下 

-H2 SL700～800 サーマルディスクスタンダード 93%以下 

PA SL100～1000 各 SL 型エアー駆動式 98% 

AR PCV100～1000 PCV 型エアー駆動式 100% 

無印 RPE300～700 - 90% 

 ※2.吹出し圧力の許容差が設定圧力を超えることを許されず+側を-側に加えた  

   場合は、その値を減じた値がリーク性の内となります。（ただし、PCV 型は除く） 

(T) 

帽子コード 

構造コード 

弁箱材質コード 

特殊接続コード 

入口接続コード 

温度級コード 

圧力級コード 

形式コード 
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Note: 
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Note: 
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